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〈2021年度鳥取YEGスローガン〉
CREATE NEW TOTTORI STYLE  ～今こそ５つの鳥取力を発揮せよ！～

〈2021年度日本YEGスローガン〉
 ＦＯＲ　ＡＬＬ　ＹＥＧ  ～成長への貢献、地域と共に、ワクワクする未来を～

荒田潤之介会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ株式会社 千代田工務店

　

春
弥
生
、日
ご
と
に
温
か
さ
も
増
し
、木

や
花
も
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
は
じ
め
、
青
年

部
の
先
輩
方
が
築
き
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た

布
勢
総
合
運
動
公
園
内
の
【
因
幡
千
本

桜
】
の
開
花
が
楽
し
み
な
季
節
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
今
月
3

月
を
持
ち
ま
し
て
、
2
年
間
、
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
通
信
で
の
会
長
挨

拶
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
と

半
月
足
ら
ず
で
今
年
度
の
活
動
と
2
年
間

の
会
長
職
が
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
思
い
返
す
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ス
タ

ー
ト
し
た
1
年
目
は
、『O

ne
team

O
ne

passion

〜
想
い
を
ひ
と
つ
に
ま
ち
の
未

来
を
担
え
る
組
織
へ
〜
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、

会
員
の
皆
様
も
活
動
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
苦
渋
の
決
断
で
し
た
が
、

ま
ず
は
、
大
切
な
家
族
や
社
員
を
守
る
こ

と
優
先
し
、
半
年
間
、
活
動
を
休
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
と
共

に
地
域
の
商
工
業
の
発
展
の
た
め
に
意
欲

的
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
矢
先
で
あ
り

ま
し
た
の
で
出
鼻
を
挫
か
れ
、
大
変
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
四
役
の
皆
様
が

一
緒
に
悩
み
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

残
り
半
年
間
、
活
動
再
開
し
て
か
ら
は
、

理
事
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
の
皆
様
が
、

で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
実
践

し
、青
年
ら
し
く
挑
戦
し
ま
し
た
。そ
の
お

陰
も
あ
り
、繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
2
年

目
は
、『C

R
EA
TE
N
EW

TO
TTO

R
I

STY
LE

〜
今
こ
そ
5
つ
の
鳥
取
力
を
発

揮
せ
よ
！
〜
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

1
年
目
以
上
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
、

鳥
取
力
を
発
揮
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
屈
す
る

こ
と
な
く
挑
戦
し
続
け
、
35
人
以
上
の
会

員
増
強
と
多
く
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
青
年
部

ら
し
く
元
気
な
姿
を
地
域
に
お
届
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
苦
境
の
中
、
挑

戦
し
続
け
た
こ
と
で
、
会
と
し
て
も
、
一

個
人
と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
の
新
年
度
は
、
来
年
に
控
え

た
45
周
年
の
準
備
の
年
と
な
り
、
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今

年
度
の
経
験
と
成
長
を
糧
に
地
域
の
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
青
年
ら
し
く
更
な
る

挑
戦
を
し
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
新
年

度
も
変
わ
ら
ず
の
応
援
と
お
力
添
え
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
一
個
人
と
し
ま
し
て
は
、
次
年
度
、

鳥
取
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
倉
吉
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
同
じ

鳥
取
県
連
の
仲
間
と
共
に
お
互
い
に
切
削

琢
磨
し
、
今
度
は
鳥
取
県
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に

2
年
間
、
私
に
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

会
員
の
皆
様
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

い
た
児
嶋
会
頭
、
坂
本
担
当
副
会
頭
、
事

務
局
を
は
じ
め
と
す
る
会
議
所
の
皆
様
、

そ
し
て
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
多
く
の

関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
2
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
３
年
度

　

令
和
4
年
2
月
9
日（
水
）に
完
全
リ
モ
ー
ト
・
会
場
（
商
工
会
議
所
5
階

大
会
議
室
1
／
3
）
に
は
最
小
人
数
に
て
2
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
月
例
会
は
、
政
策
提
言
委
員
会
が
担
当
し
、
今
年
度
に
提
出
予
定
の
鳥
取

ス
タ
イ
ル
委
員
会
、
ま
ち
興
し
委
員
会
・
政
策
提
言
委
員
会
の
3
委
員
会
が
提

言
書
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
鳥
取
ス
タ
イ
ル
委
員
会
が
【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
型

観
光
拠
点
「
星
取
キ
ャ
ン
プ
場
」
構
想
】
を
テ
ー
マ
に
青
島
の
魅
力
や
可
能
性

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
と
し
て
は
、
①
星
取
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
名
称
変
更
②
イ
ン
フ
ラ
整
備
③

「
と
り
キ
ャ
ン
」
サ
イ
ト
へ
の
登
録
・
空
き
情
報
や
予
約
な
ど
の
利
便
性
向
上

④
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
規
制
緩
和
・
以
上
4
項
目
の
提
言
の
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ま
ち
興
し
委
員
会
が
【C

ivic
pride

〜
鳥
取
市
民
み
ん
な
で
鳥

取
城
跡
を
地
域
の
誇
り
に
〜
】
を
テ
ー
マ
に
鳥
取
城
跡
の
価
値
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
と
し
て
は
、
①
鳥
取
城
跡
を
鳥
取
市
民
み
ん
な
で
創
り
上
げ
よ
う
②
鳥

取
城
跡
を
地
域
の
誇
り
に
③
鳥
取
城
跡
・
久
松
山
は
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

す
④
鳥
取
城
跡
を
一
大
観
光
地
と
し
て
整
備
し
よ
う
⑤
鳥
取
城
跡
を
地
域
の
経

済
効
果
を
、
以
上
、
5
項
目
の
提
言
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
担
当
委
員
会
の
政
策
提
言
委
員
会
が
【
宇
宙
開
発
産
業
を
鳥
取
へ
産

官
学
民
一
帯
の
ス
キ
ー
ム
創
り
〜
星
取
県
か
ら
宙
取
県
へ
】
を
テ
ー
マ
に
鳥
取

県
で
の
宇
宙
開
発
産
業
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
と
し
て
は
、
①
鳥
取
県
で
宇
宙
博
を
開
催
②
県
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

誘
致
補
助
・
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た
っ
て
の
補
助
制
度
の
設
立
③
鳥
取
砂

丘
西
地
区
に
月
面
開
発
試
験
設
備
を
設
立
④
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
受
け
皿
と
し
て

県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
宇
宙
産
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
開
設
⑤

小
・
中
・
高
等
学
校
・
公
的
機
関
で
「
宇
宙
開
発
産
業
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総

合
学
習
・
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
を
共
に
⑥
小
・
中
学
生
向
け

修
学
旅
行
プ
ラ
ン
の
造
成
以
上
、
6
項
目
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
と
も
、
ま
だ
7

割
〜
8
割
の
出
来
で
す
。
提
言

書
の
提
出
ま
で
残
り
1
ヶ

月
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

し
、
よ
り
良
い
提
言
書
に
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

政
策
提
言
委
員
会

　
　

 
委
員
長　

民
野 

泰
稔

　

今
年
度
、
総
務
委
員
会
で
は
、
因
幡
千
本
桜
「
桜
の

園
」
を
ひ
ろ
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
因
幡
千
本
桜

の
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
因
幡
千
本

桜
と
い
う
名
称
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
の
た
め
の
ア
ク
セ

ス
情
報
な
ど
も
記
載
し
、
鳥
取
市
民
、
鳥
取
県
民
の
憩

い
の
場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
に
そ
の
存

在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
内
容
の
細
か
な
確
認
の
の
ち
、
正
式
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　

　

委
員
長　

田
村 

康
悦
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3

２
月
例
会
開
催
に
つ
い
て

２
月
例
会
開
催
に
つ
い
て

提言発表のようす

因
幡
千
本
桜・桜
の
園

　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
掲
載

令
和
３
年
度
各
委
員
会
の
主
な
活
動
記
録

■
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
会

　

•
6
月
例
会

　

•
鳥
取
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ

■
総
務
委
員
会

　

•
因
幡
千
本
桜
花
見
会

　

•
４
月
例
会

　

•
因
幡
千
本
桜「
桜
の
園
」植
樹

　

•
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
ペ
ー
ジ
の
作
成

■
広
報
Ｉ
Ｔ
委
員
会

　

•
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

•
10
月
例
会

　

•
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
日
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
制
作

　

•
Ｙ
Ｅ
Ｇ
通
信
号
外
発
行

■
会
員
交
流
委
員
会

　

•
会
員
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

•
し
ゃ
ん
し
ゃ
祭
り
へ
の
参
画

　

•
12
月
例
会
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会

■
政
策
提
言
委
員
会

　

•
政
策
提
言
書
の
作
成

　

•
9
月
例
会（
宙
取
例
会
）

　

•
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

•
2
月
例
会（
提
言
発
表
例
会
）

■
ビ
ジ
ネ
ス
向
上
委
員
会

　

•
5
月
例
会「
渋
沢
栄
一　

論
語
と
算
盤
塾
」

　

•
星
取
ビ
ー
ル
販
売

　

•
8
月
担
当
例
会「
星
取
ビ
ー
ル
決
起
大
会
」

　

•
11
月
担
当
例
会「
星
取
ビ
ー
ル
販
売
検
証
例
会
」

■
ま
ち
興
し
委
員
会

　

•
鳥
取
お
城
ま
つ
り
参
画

　

•
鳥
取
お
城
ま
つ
り
仮
設
三
階
櫓
設
置
事
業

　

•
門
松
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

•
鳥
取
城
跡
復
元
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
提
言
書
作
成

■
鳥
取
ス
タ
イ
ル
委
員
会

　

•
星
取
キ
ャ
ン
プ
場「
ア
ウ
ト
ド
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」事
業

　

•
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
型
観
光
拠
点
・

　
　

星
取
キ
ャ
ン
プ
場
構
想 

提
言
書
作
成

■
会
員
増
強
委
員
会

　

•
会
員
増
強
活
動

　

•
新
入
会
員
研
修
会
開
催

　

•
異
業
種
交
流
会

　   　谷口 勇也 君
　   （たにぐち ゆうや）
事 業 所 名  ㈱サンクリエイト
所属委員会  まち興し委員会

　   　山田 秀樹 君
　      やまだ ひでき）
事 業 所 名  ㈱ホームメイク
所属委員会  鳥取スタイル委員会

新 
入 
会 

員

新 
入 
会 

員

新 
入 
会 

員

桜　の　園

植樹の様子

新入会員研修お城まつり仮設三階櫓設置星取キャンプ場


